














































 1  
 







①  学習者のインターアクション能力（言語能力、社会言語能力、社会文化能力）の育成  
②  会話教育のための教師と学習者による「研究と実践の連携」と双方の学び  
「会話データ分析―会話指導学習項目化―会話教育実践（会話実践）」  
③  言語的アクティビティと実質的アクティビティの中の会話の特徴と能力育成  
④  日本語母語話者の歩み寄りのために必要な能力  




















































第１章 序論  
1.1 本研究が目指す会話教育  
1.2 会話教育における  
「研究と実践の連携」の必要性  
1.3 母語話者と非母語話者の歩み寄り  
の必要性  
1.4 研究目的と本研究の構成  
第２章 コース・デザインのための理論的背景  
 2.1.日本語教育におけるコース・デザイン  
 2.2 会話分析と談話分析  
 2.3 接触場面研究  
 2.4 授業活動デザイン  
 2.5 認知的視点と社会的視点  
 2.6 先行研究からみる本研究の位置づけと研究目的  























第 ５ 章  学 習 者 の 会 話 を
分 析 す る 視 点 の 育 成 と 実
際使用の実践研究  








タ 分 析 活 動
の教育実践  










第４章 会話教育の実践研究  
4.2 会話教育の指導学習項目  
・言語的アクティビティの会話  
・実質的アクティビティの会話  























第 7 章   結論  
7.1 各章のまとめ  
7.2 本研究で分析した教育実践の認知心理学的な授業活動デザイン  
7.3 自律的に育成する会話能力と会話教育のための「研究と実践の連携」の意義  
7.4 会話教育における学習者と教師による双方の学び  
7.5 母語話者に対する接触場面での歩み寄りのためのインターアクション能力育成の提言  
7.6 会話教育のための教員養成への提言  
7.7 本章のまとめと本研究における会話教育モデルの提言・今後の課題  
あとがき（問題意識と研究の動機）  
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タメッセージを適切に伝達できるかどうかについて会話例から指摘した（cf. Nakai 2002）。 
 さらに、「インターアクション能力」の研究（ネウストプニー1995）をもとに、本研究で
捉えるインターアクション能力（社会文化能力、社会言語能力、言語能力）の下位分類の






























 社会言語能力（社会言語行動）  
言語能力（言語行動）  
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